
































(1) 1 9 9 3年、分子構造解析分野が、熱帯性ウイルス病の資料と研究のための、 WHO協力セ
ンターに指定され、 1994年に行われた関所式典の一部である。
(2)マラリアは、熱帯地で猛威をふるい、未だ3億人が感染し、 100万から 200万人が犠牲
となっている。蚊が媒介し、日本では熱帯地への旅行者が感染し帰国する症例として見受け
られる。この写真は、マラリアの研究を行っている、感染細胞修飾機構分野の研究成果であ
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る。
(3)ケニア・クアレ地区で、寄生行動制御分野が行った、バンクロフト糸状虫症対策プロジェク
トの原地調査である。現在、約 9，000万人が感染していると推定されて、陰嚢水腫の症
状が現れる。象皮病も近系の糸状虫症として観察される。
(4)蚊は、多くの熱帯病を媒介する。蚊の発生率は、その年の病気流行を推測する重要な指標と
なる O 東南アジアで行われた蚊採取の様子であるo
熱帯病資料情報センターには、専門分野でなくとも、興味深い多くの資料・標本が展示されて
います。是非、日本では唯一つの熱帯病研究所へ見学に来てください。
本ホームページの利用状況については、既にセンターレポートで紹介した。その特色としては、
海外からのアクセスが多く、国内とほぼ同数のアクセスがある。 e-mailで、熱帯地で、医療活動を行っ
ている日本人医師から、資料請求，検査・治療法の問い合わせや、中には日本への留学を希望す
る依頼が飛び込んでくる。また、アクセス件数から、研究・教育機関，一般インターネット利用
者に次で企業，特に米企業からのアクセスが多いのには驚いた。更に、和文のホームページに、
海外からのアクセスが多く、熱帯地に長期滞在する日本人が、熱帯病に対する予防や知識を得る
ために、情報を集めていると考えられ、多くの詳細な熱帯病の情報提供の必要性が痛感される。
いまや、インターネット通信の中でWebは、 「インターネット放送」として一大産業となり
急激な変化を示している。大学や研究機関からのWebは、利益追求で無い点で異なるが、情報
内容の質により淘汰される段階に入ってきた。 Webには、放送のように免許や規制が無いが、
その影響力を考えると、質の向上に留意しなければならない。
当研究所の附属施設である「資料室」が廃止・転換され、昨年「熱帯病資料情報センター」が
新設された。これまでの、資料・標本の展示に加え、インターネット通信による情報の収集・解
析・蓄積し情報提供を行う。現在、コンピュータおよびそのシステムの構築作業に参画している。
l年半前にホームページを紹介した時、インターネットによる情報提供を予想し、情報提供の構
想について一部紹介した。しかし、コンピュータ性能の進歩は目覚ましく、その機能拡大により
システム構想は改善されている。現在、最先端の技術を駆使した、情報提供を目指しているので、
完成時には、是非ご一覧下さい。
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WHOワークショップ
ハマダラカ胃外壁にみられるマラリア原虫のオーシスト
とそれが破れて遊離中のスポロゾイト
ケニア ・パンクロフト糸状虫症対策プロジ.ェクト:
仔虫検査の為の夜間採血
蚊を採集するためのラムプトラップ
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